
 

支
部
『
代
議
員
』
選
出
の 

初
め
て
の
選
挙
が
始
ま
り
ま
し
た
！ 

 

(

一
社)

東
洋
大
学
校
友
会
は
、
令
和

2
年
10
月
の
一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行

に
伴
い
、「
卒
業
生
の
代
表
組
織
と
し

て
の
透
明
性
を
担
保
す
る
」
た
め
に
、

支
部
『
代
議
員
』
を
支
部
会
員
の
立
候

補
と
正
会
員
に
よ
る
選
挙
で
選
出
す
る

制
度
を
導
入
し
ま
し
た
*1
。
校
友
会
の

代
議
員
選
挙
に
つ
い
て
は
、
図-

1
の

よ
う
な
、「
支
部
別
代
議
員
定
数(

枠)

」

を
示
す
と
と
も
に
、
選
出
方
法
が
検
討

さ
れ
て
き
ま
し
た
*1
。
具
体
的
な
支
部

『
代
議
員
』
の
選
出
方
法
は
、「
支
部

内
の
正
会
員
の
立
候
補
制
を
基
に
、
選

挙
に
よ
る
選
出
」
が
制
度
化
さ
れ
て
い

ま
す
*2
。
な
お
、
代
議
員
は
、
校
友
会

の
「
代
議
員
会
」
を
構
成
し
、
定
款
の

変
更
、
規
約
、
規
程
等
の
改
定
、
理
事

の
選
任
・
退
任
な
ど
校
友
会
の
重
要
事
項
を
決

議
す
る
各
支
部
の
正
会
員
で
す
*2
。 

「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
電

子
版
）
に
お
い
て
も
、
第
6
号
、
第
7
号
で
、

代
議
員
の
支
部
選
出
枠
、
選
出
方
法
な
ど
に
つ

い
て
ご
案
内
し
て
参
り
ま
し
た
*3
。
支
部
代
議

員
の
選
出
は
、
一
般
社
団
法
人
化
以
前
の
校
友

会
に
お
い
て
慣
例
的
に
行
っ
て
き
た
支
部
内
の

指
名
等
に
よ
る
選
出
方
法
が
、
支
部
会
員
の
立

候
補
と
、
選
挙
に
よ
る
方
法
に
「
制
度
変
更
」

さ
れ
ま
し
た
（
図-

3
参
照
）。
す
な
わ
ち
、
構

成
す
る
支
部
会
員
の
年
齢
層
に
関
わ
ら
ず
誰
で

も
が
「
代
議
員
」
に
立
候
補
で
き
る
制
度
が
組

み
入
れ
ら
れ
、「
選
出
の
透
明
性
の
確
保
」「
幅

広
い
年
齢
層
の
構
成
」「
メ
ー
ル
、
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
の
導
入
な
ど
、
IT
活
用
の
精
力
的
取
組

み
」
な
ど
が
実
践
で
き
る
状
況
に
な
り
ま
し

た
。
校
友
会
の
埼
玉
県
東
部
支
部
に
お
い
て

も
、
卒
業
生
の
埼
玉
県
在
住
者
数
が
多
い
に
も

関
わ
ら
ず
（
2.7
万
人
と
も
3
万
名
と
も
云
わ
れ

て
い
ま
す
）、
平
成
・
令
和
の
時
期
に
正
会
員

数
が
年
々
と
漸
減
し
て
お
り
、
若
い
卒
業
生
の

ご
協
力
・
参
加
が
得
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

支
部
で
は
、
支
部
役
員
間
の
情
報
交
換
に
お
け

る
IT
活
用
（
メ
ー
ル
な
ど
）
や
、
役
員
会
に
お

け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
導
入
（Z

o
o

m

会
議

な
ど
）
を
進
め
て
お
り
*4
、
50
～
60
歳
代
（
昭

和
～
平
成
年
代
の
卒
業
生
）
や
、
30
～
40
歳
代

（
平
成
年
代
の
卒
業
生
）
の
卒
業
生
会
員
に
お

い
て
も
、
参
加
し
易
い
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
り

ま
す
*3
。
多
く
の
卒
業
生
の
校
友
会
（≒

同
窓

会
）
活
動
へ
の
参
加
を
、
ま
た
、
正
会
員
（
校

友
会
費
納
入
卒
業
生
）、
支

部
役
員
（
支
部
理
事
）、
支

部
代
議
員
へ
の
積
極
的
な
参

加
・
立
候
補
を
お
願
い
し
ま

す
。
埼
玉
県
東
部
支
部
の
代

議
員
は
、
こ
れ
ま
で
（
平
成

31
年
か
ら
の
3
年
間
）
の

選
出
枠
数
8
名
か
ら
（
令
和

4
年
か
ら
の
3
年
間
）
15

名
に
な
り
、
増
員
と
な
っ
て

い
ま
す
（
図-

1
、
図-

2
参

照
）。 

支
部
代
議
員
へ
の
会
員
の

立
候
補
の
手
続
き
は
、（
一

社
）
東
洋
大
学
校
友
会
ホ
ー

 

こ
の
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」《
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
電
子
版
》
は
、
校
友
会
埼
玉

県
東
部
支
部
の
最
新
の
活
動
状
況
、

企
画
案
内
、
会
員
の
動
向
な
ど
の
情

報
を
、
支
部
会
員
の
皆
様
に
年
数
回
、

不
定
期
で
お
届
け
す
る
も
の
で
す
。 

 

速
報
内
容
は
、
支
部
役
員
お
よ
び

会
員
の
皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
情
報
を

写
真
と
と
も
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
版
は
、
画
像
電

子
版
と
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
の

で
、
東
洋
大
学
校
友
会
HP
の
支
部
ブ

ロ
グ
に
も
掲
載
す
る
こ
と
を
基
本
に

し
て
い
ま
す
。
支
部
のE

-M
ail

登
録

会
員
の
皆
様
に
も
配
信
し
ま
す
。
奮

っ
て
お
読
み
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

  
 

 

支
部
広
報
担
当
（
副
支
部
長
） 

黒
井 

登
起
雄 

 

図-1 支部別代議員定数（校友会ジャーナル№273），2021.7.23 

 

図-2 支部別代議員定数（校友会ジャーナル№274），2021.8.25 

校友会ジャーナル
No.273，2021.7.23

校友会ジャーナル No.274，2021.8.25

 

図-3 支部代議員選挙（校友会ジャーナル№276），2021.10.19 

校友会ジャーナル No.276，2021.10.19
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ム
ペ
ー
ジU

R
L

か
ら
所
定
の
「
立
候
補
届
」

と
「
履
歴
書
」
の
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

か
（h

ttp
s://w

w
w

.alu
m

n
i-to

y
o

.jp

）、
ま
た

は
、
校
友
会
事
務
局
か
ら
入
手
す
る
（
郵
送
ま

た
はF

A
X

連
絡
な
ど
を
利
用
）。
そ
の
上
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
期
日
ま
で
に
「
選
挙
管

理
委
員
会
」
に
立
候
補
者
本
人
が
提
出
し
、
支

部
会
員
の
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
す
る
方
式
で
す

（
こ
れ
ま
で
の
支
部
取
り
ま
と
め
の
方
式
と

は
、
大
幅
な
変
更
に
な
り
ま
し
た
）
。 

（
文
責
：
副
支
部
長 

黒
井
登
起
雄
） 

 

*1 

校
友
会
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

N
o
.2

7
3

（2
0
2
1
.7

.2
3

）
、

N
o
.2

7
4

（2
0
2
1
.8

.2
5

）
、N

o
.2

7
6

（2
0
2
1
.1

0
.1

9

） 

*2 

一
般
社
団
法
人
東
洋
大
学
校
友
会 

定
款
（
改
定
案
） 

*3 

支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
第
17
号
（
発
行
：

2
0
2
1
.8

.1

）、「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

電
子
版
）
第
6
号
（
支
部
ブ
ロ
グ2

0
2
1
.6

.2
8

掲

載
）、
第
7
号
（
支
部
ブ
ロ
グ2

0
2
1
.8

.3

掲
載
）
な

ど 

 

*4 

支
部F

aceb
o
o
k

の
開
設
と
、F

aceb
o
o
k

の
組
織
化

な
ど
、「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
電
子

版
）
第
3
号
『
支
部
活
動
機
能
をIT

機
器
で
支
え

る
！
』（
支
部
ブ
ロ
グ2

0
2
0
.1

0
.1

掲
載
） 

    

支
部
代
議
員
の
立
候
補
と 

支
部
活
動
へ
の
参
加
を
！ 

 埼
玉
県
東
部
支
部 

支
部
長 

中
里 

繁
夫
（
昭
和
50
年
土
木
） 

 
 

今
年
の
代
議
員
選
挙
で
選
出
さ
れ
る
代
議
員

は
、
令
和
4
（
２
０
２
２
）
年
5
月
か
ら
令
和

令
和
7
（
２
０
２
５
）
年
5
月
代
議
員
会
前
ま

で
の
3
年
間
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
代 

議
員
の
選
出
は
、
支
部
の
正
会
員
（
校
友
会
費

納
入
卒
業
生
）
が
立
候
補
を
し
て
（
支
部
正
会

員
に
よ
る
）
選
挙
に
よ
り
選
出
と
な
り
ま
す
。 

当
支
部
は
、
現
在
8
名
の
代
議
員
で
す
が
定

数
（
選
出
枠
）
は
15
名
に
な
り
、
7
名
の
増
員

に
な
り
ま
す
（
図-

1
参
照
）
の
で
、
是
非
こ
の

機
会
に
、
支
部
会
員
の
皆
様
に
は
、
代
議
員
に

立
候
補
し
て
支
部
活
動
へ
の
参
加
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
IT
環
境
の
整
備
が
整
い
ス
マ
ホ
、
端

末
器
を
利
用
し
た
リ
モ
ー
ト
会
議
も
活
発
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
特
に
若
い
人
へ
の
参
加
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
11
月
1
日(
月)

に
、
校
友
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
代
議
員
選
挙
の
告
示
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
代
議
員
に
立
候
補
さ
れ
る
方

は
、
所
定
の
「
立
候
補
届
」
お
よ
び
「
履
歴

書
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
期
日
ま
で
に
校
友
会
選
挙
管
理
委
員
会
に
提

出
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

支
部
活
動
へ
の
参
加
と
代
議
員
へ
！ 

 
 

 
 
 
 

副
支
部
長
（
支
部
広
報
担
当
） 

黒
井 

登
起
雄
（
昭
和
46
年
院
修
土
木
） 

  

校
友
会
埼
玉
県
東
部
支
部
は
、
昭
和
4
年
に

創
立
し
た
前
身
の
「
校
友
会
埼
玉
県
支
部
」
を

平
成
16
（2

0
0
4

）
年
の
支
部
東
西
分
割
に
よ
り

再
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
埼
玉
県
支
部
は
、

平
成
11
（1

9
9
9

）
年
11
月
に
創
立
70
周
年
記
念

式
典
を
、
ま
た
、
平
成
21
（2

0
0
9

）
年
に
創
立

80
周
年
（
東
西
支
部
5
周
年
）
記
念
式
典
・
講

演
会
・
祝
賀
会
を
開
催
し
た
歴
史
あ
る
支
部
で

す
。
埼
玉
県
東
部
支
部
も
、
支
部
分
割
（
平
成

16
（2

0
0
4

）
年
5
月
）
後
の
今
年
、
17
年
目
を

迎
え
、
分
割
・
設
立
20
周
年
が
目
前
に
迫
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
埼
玉
県
在
住
在
勤
の

こ
れ
ま
で
の
先
輩
卒
業
生
の
繋
が
り
と
ご
協
力

（
ご
努
力
）
に
よ
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
歴
史
を

紡
い
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
多
く
の
支
部
会

員
が
同
窓
生
の
繋
が
り
を
大
切
に
、
校
友
の
輪

を
大
き
く
し
続
け
て
き
た
結
果
と
思
い
ま
す
。 

 
 

私
自
身
も
、
平
成
9
（1

9
9
7

）
年
頃
か
ら
24

年
程
支
部
役
員
を
続
け
、
平
成
22
年
の
支
部
会

報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
第
6
号
か
ら
支
部
広

報
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
是
非
多
く
の
支
部
校

友
の
皆
様
に
正
会
員
と
し
て
参
加
し
て
頂
き
た

い
と
同
時
に
、
支
部
定
数
枠
15
名
の
「
代
議
員

選
挙
」
に
立
候
補
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

№
２
７
３
（2

0
2
1

.7

） 

〇 

7
月
10
日
開
催
の
第
10
回
理
事
会
に
先
立
ち
、

井
上
貴
也
法
学
部
教
授
を
講
師
に
勉
強
会
を
開
催 

〇 

今
年
11
月
選
挙
告
示
予
定
の
「
支
部
別
代
議
員

定
数
」
を
掲
載 

№
２
７
４
（2

0
2
1

.8

） 

〇 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
東
洋
大
学
の
在
校
生
・

卒
業
生
が
活
躍
。
金
メ
ダ
リ
ス
ト
・
銀
メ
ダ
リ
ス

ト
が
誕
生
！ 

〇 

真
面
目
な
雑
談
「
マ
ジ
雑
」
60
歳
代
以
上
の
参

加
者
募
集
中
！ 

№
２
７
５
（2

0
2
1

.9

） 

〇 

9
月
11
日
開
催
の
第
11
回
理
事
会
で
、「
代
議

員
会
の
再
開
催
」
を
決
定
！ 

〇 

今
年
度
の
校
友
大
会
を
10
月
24
日
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
！ 

〇 

「
平
和
祈
念
之
碑
に
集
う
会
」
を
10
月
2
日
に

執
行
部
に
よ
る
献
花
の
み
で
実
施
を
決
定 

№
２
７
６
（2

0
2
1

.1
0

） 

〇 

10
月
9
日
開
催
の
第
12
回
理
事
会
で
、
東
京
オ

リ
・
パ
ラ
出
場
者
へ
の
「
校
友
会
長
特
別
賞
」
授

与
を
決
定
！ 

〇 

母
校
と
の
交
渉
が
大
き
く
前
進
！
卒
業
生
情
報

の
共
有
と
大
学
か
ら
の
「
協
力
金
」
支
給
の
検
討

開
始 

〇 
H

an
d

 to
 H

an
d

第
4
弾
、
11
月
1
日
ま
で
受
け

付
け
中
！
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

『
校
友
会

．
．
．
．
の．
主．
な．
動．
き
』
．
． 

（
校
友
会
ジ
ャ
ー
ナ
ル
よ
り
） 

№
２
７
１
（2

0
2
1

.6

） 

〇 

5
月
29
日
開
催
の
第
8
回
理
事
会
で
、「2

0
2

1

年
度
代
議
員
会
」
の
決
議
結
果
を
報
告 

〇 

新
理
事
体
制
下
の
部
会
・
担
当
理
事
決
定 

〇 

「
気
楽
な
真
面
目
な
話
を
す
る
」
コ
ン
セ
プ
ト

に
真
面
目
な
雑
談
『
マ
ジ
雑
』
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
（
6
月
、
7
月
、
9
月
） 

〇 

「
校
友
会
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
を
メ
ー
ル
配
信
に
切

り
替
え 

〇 

「
メ
ル
マ
ガ
登
録
者
数
3
万
人
目
標
（
会
勢
拡

大
の
基
盤
）
。
声
掛
け
を
お
願
い
！ 

№
２
７
２
（2

0
2
1

.6

） 
〇 
6
月
12
日
開
催
の
第
9
回
理
事
会
で
、2

0
2
1

年
度
代
議
員
会
」
の
総
括
と
課
題
を
討
議 

〇 

校
友
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
IT
化
が
徐
々
に
進
む
！ 

〇 

継
続
的
な
母
校
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
関
係

改
善
が
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す 

〇 

校
友
会
ジ
ャ
ー
ナ
ル
配
信
（
切
り
替
え
）
の
た

め
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
作
成
・
登
録
の
お
願
い 

 

 
* 令和 3 年度の支部校友の集いは、コロナ
禍のために支部役員だけ参加による縮小
開催となりました（2021.7.17(土））。 

支
部
会
員
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
を
！ 

 

埼
玉
県
東
部
支
部
は
、
IT
推
進
を
進
め
て
い
ま
す
。
会
員

の
『
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
登
録
者
』
の
増
加
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
併
せ
て
、
支
部
会
員
の
皆
様
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登

録
で
支
部
情
報
の
提
供
も
進
め
て
い
ま
す
。
支
部
情
報
を
希

望
す
る
皆
様
は
、
支
部
事
務
長
（
中
山
貴
史
氏
：n

ak
ay

am
a-

tak
afu

m
i@

asan
u
m

a.co
.jp

）
ま
で
、「
支
部
情
報
を
希
望
」

の
メ
ー
ル
送
信
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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